
幼
児
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
、
J
R
中
央
線
・
武
蔵
境
駅
南
口

の
大
型
商
業
施
設
周
辺
の
交
差
点
２
カ
所
。
併

わ
せ
て
近
隣
の
駐
輪
場
で
も
観
察
を
実
施
し
た
。

夕
方
の
買
い
物
時
間
帯
に
あ
た
る
た
め
、
自

転
車
利
用
者
は
４
年
前
同
様
多
か
っ
た
。
駅
南

口
の
主
要
交
差
点
は
乗
用
車
、
営
業
車
の
ほ
か

路
線
バ
ス
が
通
過
す
る
た
め
、
車
道
は
非
常
に

混
雑
し
て
い
る
。
車
道
の
路
側
帯
が
狭
い
た
め
、

自
転
車
は
や
む
を
得
ず
歩
道
を
走
行
す
る
た

め
、
歩
道
お
よ
び
交
差
点
は
自
転
車
と
歩
行
者

が
混
在
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

透
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

保
護
者
は
子
ど
も
に
頭
部
の
傷
害
が
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
点
を
き
ち
ん
と
伝
え

る
と
と
も
に
、
万
一
、
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
お
子
様
が
事
故
に
あ
っ
た

時
に
、
頭
部
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、自
転
車
で
出
か
け
る
時
は
、

子
ど
も
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
く
べ
き
だ
。

平
成
20
年
６
月
１
日
よ
り
、
改
正
道
路
交
通

法
が
施
行
さ
れ
、
13
歳
未
満
の
児
童
や
幼
児
を

自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
る
こ
と
が
保
護
者
の
努
力
義
務
と

な
っ
た
。

本
紙
で
は
同
じ
年
の
５
月
、
幼
児
・
児
童
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
に
つ
い
て
観
察
を
実
施
し

（
２
０
０
８
年
６
月
号
参
照
）、
19
・
４
％
の
着

用
率
だ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
４
年
が
経
過
。
平
成

23
年
の
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
死
傷
者
数

は
、
15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
２
万
６
２
４
５
人

と
な
り
、
10
年
前
と
比
べ
る
と
約
３
割
減
少
し

た
。果

た
し
て
実
際
に
着
用
率
は
高
ま
っ
た
の
か
、

４
年
前
と
同
じ
時
間
・
場
所
に
お
い
て
児
童
・

こ
う
し
た
混
雑
し
た
道
路
環
境
の
な
か
、
自

転
車
は
歩
行
者
を
避
け
な
が
ら
運
転
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
幼
児
を
同
乗
さ
せ
た

自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
は
１
人
同
乗
。
運
転
が
難

し
く
な
る
２
人
同
乗
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
一
方
で
、
乳
児
と
見
ら
れ
る
小
さ
い
子

ど
も
を
背
負
っ
た
り
、
抱
え
た
り
し
た
ま
ま
自

転
車
を
運
転
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
散
見
さ
れ
た
。

幼
児
・
児
童
が
自
転
車
を
単
独
で
運
転
す
る

際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
対
す
る
意
識
の
差

が
明
確
だ
っ
た
。
母
親
と
一
緒
に
走
行
し
て
い

る
場
合
の
多
く
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
お

り
、
着
用
方
法
も
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
た
。

友
達
同
士
、
ま
た
は
一
人
で
自
転
車
を
運
転
し

て
い
る
場
合
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
な
い
、

ま
た
は
着
用
し
て
い
て
も
間
違
っ
た
着
用
（
あ

ご
ひ
も
が
緩
ん
で
い
る
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
ズ
レ

て
い
る
な
ど
）
を
し
て
い
た
。

自
転
車
乗
用
中
の
損
傷
部
位
別
死
傷
者
数
を

み
る
と
、
６
歳
未
満
同
乗
中
で
最
も
多
い
の
が

頭
部
（
43
・
５
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
頭
部
の
傷
害
は

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
４
年
前
の
観
察

と
比
較
し
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

率
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
非
着
用
は

７
割
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
浸
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混合交通を観察する
●series─249

児童・幼児の自転車用
ヘルメット着用状況を観察する

8

児童・幼児は自転車運転時にヘルメットを着用しているか？

●観察場所／東京都武蔵野市境南町ＪＲ中央線・武蔵境駅南口付近
●観察日／5月17日（木曜日） ●天候／曇り　
●観察時間／16:00～18:00 ●観察者／3名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１２年８月２０日発行予定となります。

自転車に同乗している子どもの
自転車用ヘルメット着用率は
何％だったでしょうか？

Q1

★
Ｑ
2
の
回
答

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

児
童
・
幼
児
は
１
２
０
台
中

26
台
（
21
・
７
％
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
る
児
童
は
全

体
の
２
割
。
４
年
前
の
観
察
で
は
15
・
２
％

で
あ
り
、
着
用
率
は
上
昇
し
て
い
る
が
微
増

に
と
ど
ま
っ
た
。
単
独
で
自
転
車
を
運
転
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
高
学
年
に
な
る
ほ
ど

着
用
率
が
高
い
、
ま
た
男
子
よ
り
も
女
子
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
高
い
印
象
を
受
け
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
の
児
童
に
お
い
て
は
、

車
道
を
走
行
す
る
、
歩
道
を
高
速
で
走
る
と

い
っ
た
危
険
な
運
転
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、

高
学
年
の
児
童
に
な
る
と
、
体
格
に
合
わ
な

い
大
人
用
の
自
転
車
を
無
理
し
て
運
転
し
て

い
る
場
合
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。

Why

道
交
法
改
正
か
ら
４
年
経
過

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は

向
上
し
た
か
？

Advice

６
歳
未
満
同
乗
中
の
事
故

４
割
が
頭
部
に
傷
害

保
護
者
は
着
用
の
徹
底
を

（SJクイズの解答：Q1①、Q2④、Q3②）

A2

実
際
の
観
察
か
ら

単独で走行する児童。あごひもが緩みヘルメットが
後ろにずれている

単独で走行する児童・幼児はヘル
メット非着用が多かった

★Ｑ１の回答

ヘルメットを着用していた自転車は
82台中35台（42.7％）

A1 実際の観察から

幼児を同乗させた自転車の4年前の観察にお
ける着用率は21.7%であり、21ポイント上昇し
た。自転車乗車前、母親が子どもにヘルメット
をかぶらせ、あごひもを締めてから乗車させる
様子が何件か見られた。なかには自転車を降り
た後もヘルメットを装着させたまま買い物に出
かける親子もいた。
非着用の自転車では、買い物かごにヘルメッ
トがあるにも関わらず装着させていなかった
り、子どもがかぶる最中に自転車を発進させて
しまったりするケースも。チャイルドシートを
設置せず、子どもを荷台にまたがらせて走行し
ていた自転車もあった。2人乗車では年齢の低
い幼児に優先してヘルメットを着用させている
自転車が散見された。

自転車を単独で運転する児童・
幼児のヘルメット着用率は何％
でしょうか？

Q2

●6歳未満同乗中の損傷部位別
交通事故死傷者数（構成率・平成23年）

※出典：警察庁資料

頭部

43.5％

その他
21.5%

腕部
13.2%

脚部
21.8%

子どもを背負って自転車を運転。子どもは寝てしま
っている

子どもは荷台にまたがり、保護者の腰をつかんでいる

●子どもの自転車用ヘルメットの着用状況
＜幼児を同乗させた自転車（人）＞

幼児1人同乗

幼児2人以上
同乗

小　計

着用

33（40.3％） 45（54.9％）

2（2.4％） 2（2.4％）

47（57.3％）
2008年：78.3%

35（42.7％）
2008年：21.7%

非着用

●子どもの自転車用ヘルメットの着用状況
＜児童・幼児が運転する自転車（人）＞

幼児

児童

小計

着用

3（2.5％） 1（0.8％）

23（19.2％） 93（77.5％）

94（78.3％）
2008年：84.8%

26（21.7％）
2008年：15.2%

非着用

●児童・幼児の自転車用ヘルメット
着用率の変化（2008年と2012年の比較）

100
(%)

80

60

40

20

0
2008年 2012年

着用
19.4%

非着用
80.6%

着用
30.2%

非着用
69.8%

※児童（6～12 歳）、幼児（5歳以下）の判断は
観察者の見解による


